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要旨： 16 

人為活動が生物に与える影響を明らかにするためには、大規模なデータを利用17 

した研究が欠かせない。非侵襲的な調査方法であるカメラトラップを使用した18 

研究は様々な分野で行なわれており、野生動物の分布や生態に関する多くの知19 

見を我々にもたらしてきた。その一方でカメラトラップデータのデータ形式は20 

研究者間で異なることが多く、複数のカメラトラップデータを活用した横断的21 

な研究の障壁となっていた。この問題を解消するためにカメラトラップデータ22 

の共通のデータ形式である Camera Trap Data Package（Camtrap DP）が提唱され23 

た。近年では、Camtrap DP 形式に対応したクラウドデータ管理システムが複数24 

開発・運用されている。他にもカメラトラップデータのハンドリングのために25 

Camtrap DP 形式に対応した R パッケージも開発されている。加えて、地球規模26 

生物多様性情報機構（GBIF）でも Camtrap DP 形式がサポートされている。一27 

方で日本では Camtrap DP の知名度が低く限定的な活用に留まっている。本稿28 

では Camtrap DP の仕様、作成方法、活用事例、筆者らが開発した Camtrap DP29 

形式のデータ作成・出力が可能な R パッケージ R2camtrapDP についての解説お30 

よび紹介をする。 31 

キーワード：自動撮影装置、データパッケージ、野生動物 32 

Abstract: 33 
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Open science and data sharing provide fundamental knowledge for conservation and 34 

management of wildlife affected by human activity. Camera traps are a valuable tool for 35 

wildlife monitoring as a non-invasive method for collecting data. Despite the 36 

widespread use of camera traps, data sharing for camera trap research is limited by the 37 

differences in data formats. In order to share, manage and report on camera trap data, 38 

there is an urgent need to standardize the data formats. Camera Trap Data Package 39 

(Camtrap DP) is a camera trap data standardization format that has been developed to 40 

manage and share camera trap data. Although the number of studies and data 41 

management systems using Camtrap DP are increasing, the use of Camtrap DP in Japan 42 

is limited due to lack of knowledge about this new format. Here, we explain the 43 

structure, database schema, usage, and translation of Camtrap DP in detail to facilitate 44 

sharing and integration of camera trap data in Japan. 45 

Keywords: camera trap, data package, wildlife 46 
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はじめに 48 

人為活動によってもたらされた生物分布の縮小や、特定種の過剰な増加によ49 

って生態系機能の劣化や人間との軋轢などの問題が世界各地で生じている50 

（Côté et al. 2004；Butchart et al. 2010；Dirzo et al. 2014）。生物多様性に関する51 

世界目標である昆明-モントリオール生物多様性枠組が掲げる自然との共生を実52 

現するためには、地域規模から全球規模までの多様なスケールにおける生物多53 

様性の観測と生物多様性保全に関する取組に対する評価の重要性が指摘されて54 

いる（Gonzalez et al. 2023）。生物多様性の保全に関する取組の評価のために55 

は、どこで、どのように、どれくらいの早さで地球の生物多様性が変化してい56 

るかについて理解する必要があるが、生物多様性の観測情報へのアクセスのし57 

やすさやデータの多寡については地域間で格差がある（Gonzalez and Londoño 58 

2022）。このような地域間格差を埋めた全球規模の観測網の実現には、研究者59 

や実務者、市民科学者の間でデータの統合や共有のための協力関係構築に加え60 

て、それらを可能にするためのプラットフォームの整備と観測方法・データ形61 

式の標準化が必要となるだろう。データの公開や統合に関する国際的な目標と62 

して昆明・モントリオール生物多様性枠組で定められたターゲット 21では63 

「最良の利用可能データや知識を意思決定者、実務家、および一般の人々が利64 

用できるようにする」とされている（Conservation on Biological Diversity 2022；65 
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池上 et al. 2024）。これらのことから生物多様性に関するデータの公開や統合66 

に対する重要性がより一層高まることが予想される。 67 

データの統合や共有の重要性が高まっている一方で、取得したデータの保存68 

形式の違いなどが問題視されている（Proença et al. 2017）。例えば、異なる形69 

式で収集されたデータは、データの統合や横断的な利用、すでに公開されたデ70 

ータを使用した二次利用などの妨げとなる（Baker et al. 2014）。このような問題71 

を解決する方法として、共通のデータ形式を利用することが挙げられている72 

（大澤・神保 2013）。自然科学分野で広く利用されている共通のデータ形式73 

である Darwin Coreは生物多様性情報の標準化を行なう国際的な非営利団体74 

Biodiversity information standard（TDWG）により開発された。主に生物の出現75 

記録（オカレンス）を取り扱うことができ、地球規模生物多様性情報機構76 

（Global Biodiversity Information Facility, GBIF）で使用される標準的なデータ形77 

式としてサポートされている（Wieczorek et al. 2012; 大澤・戸津 2017a）。78 

Darwin Coreを用いることで、個体を単位としたデータセット、モニタリング79 

調査等の調査単位を基準としたデータセットが共通のフォーマットで相互利用80 

可能になるが、データテーブル間の関連付けに制限があり、観測方法に特有な81 

データ構造を十分に表現できないことが指摘されてきた（大澤・戸津 82 

2017b）。 83 
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生物のモニタリング分野では、非侵襲的な手法である自動撮影装置（カメラ84 

トラップ）を利用した調査が増加している（Rovero et al. 2013）。カメラトラッ85 

プを利用した調査では、赤外線センサーを用いた哺乳類を対象とした活用事例86 

が多いが、光学センサーやタイマーなどを用いた昆虫や植物、水中動物等を対87 

象とした研究も行なわれている（Coggins et al. 2014；Yoshioka et al. 2020；88 

Brinley Buckley et al. 2021；Droissart et al. 2021；Waniale et al. 2021）。近年では89 

Wildlife Insights（Ahumada et al. 2020）や Agouti（Casaer et al. 2019）等、インタ90 

ーネットクラウド上にカメラトラップデータをアップロードし、ウェブ上で撮91 

影された動物種の管理を行なうシステムも開発されている。このようなシステ92 

ムを介して大容量のカメラトラップデータを取り扱うことが可能となった一方93 

で、カメラトラップデータの形式についてはシステム間やデータ管理者によっ94 

て異なることが多く、データの利用可能性の拡大のためにも共通のデータ形式95 

の作成が急務となっていた（Bubnicki et al. 2024）。 96 

TDWGにより開発されたカメラトラップデータの標準データ形式である97 

Camera trap data package（Camtrap DP）は様々な形式で保存されていたカメラ98 

トラップデータを変換し共通の形式として利用することが可能なデータ形式99 

である（Bubnicki et al. 2024）。近年では Camtrap DP 形式を使用したカメラト100 

ラップデータのクラウド管理システムや、R パッケージの開発も進んでいる101 
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（Casaer et al. 2019；Oldoni et al. 2024）。中でも筆者らは、任意のスプレッドシ102 

ート形式で整備されたカメラトラップデータから Camtrap DP 形式のデータを103 

生成・出力する R パッケージ R2camtrapdp を開発・公開している（Fukasawa 104 

and Terayama 2024）。Camtrap DP 形式を使用することで、これまで異なる形式105 

で記録されていたカメラトラップデータの共有や統合が比較的容易になるこ106 

とが期待される。本稿では日本における Camtrap DP 形式の普及を目的とし107 

て、Camtrap DP の仕様、Camtrap DP に対応している各種システム、108 

R2camtrapdp を用いた Camtrap DP の作成方法、について解説を行なう。 109 

 110 

Camera trap data package（Camtrap DP）の仕様 111 

近年では、計算機が自動的にデータを見つけて処理することを念頭に、デー112 

タの形式や管理システムに求められる基準（FAIR 原則）が提唱されている。113 

FAIR 原則は、見つけやすく（Finable）、アクセスしやすく（Accessible）、相互114 

に運用しやすく（Interoperable）、再利用しやすい（Reusable）、の頭文字である115 

（Wilkinson et al. 2016）。Camera Trap Data Package（Camtrap DP）は FAIR の原116 

則に従い（1）シンプルかつ相互利用可能なデータ変換であること、（2）オー117 

プンで協力的な開発であること、の 2つの理念を基に開発されている。（1）の118 

シンプルかつ相互利用可能なデータ変換を可能とするために、Camtrap DP で用119 



8 

 

いられる項目名は Darwin Core（Wieczorek et al. 2012）、音声データ向けに開発120 

された Audiovisual Core Dublin Core（Audiovisual Core Maintenance Group 121 

2023）、引用文献のメタデータ管理標準と共通のものを極力再利用し、過去に122 

定義されたカメラトラップデータの標準データ形式のために提案された項目名123 

（Forrester et al. 2016）を取り入れている。 124 

Camtrap DP のデータセットはより上位のマルチメディアデータ交換標準であ125 

る Frictionless Data Package（https://specs.frictionlessdata.io/, 2025年 6月 12日確126 

認）の仕様に従った 1つの JavaScript Object Notation（JSON）ファイルと 3つ127 

の CSVファイルで構成されている（図 1）。Camtrap DP に含まれる JSONファ128 

イルは datapackage.json（datapackage）と名付けられ、カメラトラップによって129 

撮影された画像ファイルに関する調査プロジェクト名や調査期間などのメタデ130 

ータを取り扱うツリー構造をもつデータである（表 1、図 2、付録 1）。131 

datapackage.json を作成するうえで必要な項目は、CSVファイルの定義 （csv フ132 

ァイルそれぞれが、3種類のどれに該当するか）、データセットの形式、データ133 

セットの作成日、データ作成に貢献した者の名前、調査プロジェクト名、カメ134 

ラの設置場所の選定方法、画像ファイルを撮影するために使用した方法、プロ135 

ジェクト内に個体識別された個体情報が含まれるか否か、撮影された動物種の136 

観察方法、データの空間分布、調査期間（調査開始日、調査終了日）、撮影さ137 

図 1 



9 

 

れた動物種の学名の一覧、の 12項目である。必須の項目以外に、調査プロジ138 

ェクトの目的などのデータセットに関する詳細な説明、データおよび画像の各139 

ライセンス情報、データの引用元情報、引用文献の一覧などの追加情報をメタ140 

データとして datapackage.json に記載することができる（付録 2 表 S1）。 141 

Camtrap DP に含まれる 3つの CSVファイルはそれぞれ、deployments.csv、142 

media.csv、observations.csv と名付けられ、各 CSVファイルは共通の ID143 

（deploymentID、mediaID）で関連付けられる（図 1）。CSVファイルは 1行目144 

に項目名、2行目以降に項目にデータ入力を行なう表形式のデータである。全145 

ての CSVファイルには入力が必須の項目と必須ではない項目（任意項目）が146 

あるが、任意項目の列も含めた表形式のデータを作成する必要がある。 147 

deployments.csv（deployments）では、カメラトラップ設置地点の ID、設置場148 

所の緯度経度、設置地点ごとのカメラトラップの稼働開始日および稼働終了日149 

といったカメラトラップの設置に関する情報を取り扱う（表 1）。deployments150 

を構成する上で必須の項目は上記の 5項目だが、設置したカメラトラップのメ151 

ーカー名などの機材情報、動体検知の非作動時間（インターバル）、カメラト152 

ラップの設置場所の地面からの高さなどの情報を追加で記載することができる153 

（付録 2 表 S2）。 154 

media.csv（media）では、カメラトラップで撮影された画像ファイル（静止155 

図 2 
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画・動画）の ID、画像ファイルを撮影したカメラトラップの設置地点名、画像156 

ファイルが撮影された日時、画像ファイルにアクセスすることが可能な URL157 

もしくは相対パス、画像ファイルが一般に公開されているか否か、画像ファイ158 

ルの形式、といった画像ファイルに関する情報を取り扱う（表 1）。mediaで必159 

須の項目は上記の 6項目だが、画像ファイル撮影に使用した方法、画像ファイ160 

ルに含まれる EXIF 情報、画像ファイルに関するコメントなどの追加の項目を161 

記載することが可能である（付録 2 表 S3）。 162 

observations.csv（observations）では、画像ファイルに撮影された生物の出現163 

記録を取り扱う。observations では、画像ファイルごとに観察結果を入力するメ164 

ディアベースの観察（media-based observation）と、特定のイベントに分類した165 

画像ファイル一式に対しての観察結果を入力するイベントベースの観察166 

（event-based observation）について取り扱う事が可能である。例えば、動画 1167 

ファイルごとに撮影された動物種の観察を行った場合はメディアベースの観察168 

となり、60秒以内に撮影された同一種の静止画をイベントと呼ばれる 1つのま169 

とまりとみなしてイベントごとに観察結果を記載する場合はイベントベースの170 

観察となる。observations を構成するために必須の項目は、観察単位ごとに設定171 

された ID、画像ファイルを撮影したカメラトラップの設置地点の ID、画像フ172 

ァイル撮影もしくはイベント開始日時、画像ファイル撮影もしくはイベント終173 
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了日時、観察はメディアベースとイベントベースのどちらなのか、撮影対象の174 

大まかな分類、の 6項目である（表 1）。必須項目に加えて、撮影された個体175 

数、個体の成長段階（例えば、adult、subadult、juvenile）、性別、行動、個体の176 

移動速度、動物種の分類の確実性、などの情報も記載することが可能である177 

（表 S4）。Camtrap DP は現在も活発な開発が行なわれておりバージョン 1.0.2178 

が 2025年 6月 10日に公開されている（Desmet et al. 2025）。 179 

 180 

Camera Trap Data Package（Camtrap DP）の活用 181 

Camera Trap Data Package（Camtrap DP）を入出力のデータ形式としてサポー182 

トしているクラウドデータ管理システムとして Agouti（Casaer et al. 2019）や本183 

記事の著者らが開発しているカメラトラップデータ統合・集約システム184 

（CAMEDAS）が挙げられる（中島ほか 2024）。Agouti では自動撮影装置によ185 

って撮影された画像ファイルをアップロードした後に種名をタグ付けし、デー186 

タ出力の際に Camtrap DP 形式でのダウンロードが可能となる。CAMEDAS で187 

は Camtrap DP 形式を標準的な形式として、データのアップロード、共有・公188 

開、検索・可視化、ダウンロードを行なうことができる（CAMEDAS 189 

Development Team 私信）。 190 

地球上のあらゆる種類の生物に関する国際的なデータ基盤である GBIF でカ191 
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メラトラップデータを公開する際には Integrated Publishing Toolkit（IPT）と呼192 

ばれるツールを使用する。最新版の IPT3 では、Camtrap DP 形式のデータが登193 

録できるようになった。IPT以外に Camtrap DP を利用可能なツールとして、統194 

計解析ソフト R 上でカメラトラップデータを視覚的に取り扱うことができるパ195 

ッケージ camtraptor が開発されている（Oldoni et al. 2025）。 196 

IPT 197 

IPTは GBIF が開発した生物多様性に関連したデータセットの作成および管198 

理ができるツールであり、オープンソースソフトウェアとして無償で提供され199 

ている（Robertson et al. 2014）。世界中の博物館、大学、研究機関、市民科学コ200 

ミュニティなどの出版機関が IPTを介してデータセットを共有しており、IPT201 

サーバの拠点は 84 カ国、374地点に及ぶ（https://www.gbif.org/ipt, 2025年 6月202 

30日確認）。 203 

GBIF は、地球上に散在する生物のデータを収集し、誰でも自由にアクセス204 

できるようにすることを目的に、世界各国の政府から資金提供されて 2001年205 

に設置された国際ネットワークであり、重要な生物多様性のデータ基盤とし206 

て、科学、政策、教育に活用されている（https://www.gbif.org/what-is-gbif, 2025207 

年 6月 30日確認）。GBIF で共有された一次データは昆明・モントリオール生208 

物多様性枠組の実現に向けて必要な科学的根拠であり、種のオカレンスデータ209 
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件数の増加は知識の共有を掲げるターゲット 21の指標の一つになっている210 

（Conservation on Biological Diversity 2022）。 211 

GBIF に登録された生物のオカレンスデータは 31億件を超えており、その 8212 

割以上がオープンデータとして公開されている（https://www.gbif.org/, 2025年 6213 

月 30日確認）。過去 20年に発行された GBIF データを引用した査読付き論文は214 

約 1.3万報、うち約 3千報は 2024年または 2025年に発行された論文である215 

（https://www.gbif.org/resource/search?contentType=literature&literatureType=journal216 

&relevance=GBIF_USED, 2025年 6月 30日確認）。GBIF 事務局によるインフラ217 

の整備および文献追跡プログラム（https://www.gbif.org/literature-tracking, 2025218 

年 6月 30日確認）によって、出版されたデータセットに DOIを付与し、検索219 

結果のダウンロード DOIを引用文献に記載する、というデータ引用の文化が浸220 

透してきたと言える。出版者と利用者の双方にとって使いやすいデータ基盤の221 

仕組みが整い、データ駆動型研究が促進された222 

（https://www.gbif.org/news/7wQdwQiUN5qF33Fu0CWgHV/more-than-10000-223 

scientific-papers-enabled-by-gbif-mediated-data, 2025年 6月 30日確認）。 224 

GBIF へのデータセット登録に使われる IPTサーバは GBIF の参加国、参加団225 

体、出版機関によって運用されている。サーバの設置ができない場合は、GBIF226 

事務局が提供するクラウド版 IPTを介してデータ登録することも可能である227 
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（https://cloud.gbif.org/, 2025年 6月 30日確認）。日本では、現在、国立科学博228 

物館および国立遺伝学研究所の 2機関が IPT サーバを運用しており、日本から229 

データを登録する際には日本生物多様性情報イニシアチブ（Japan Initiative for 230 

Biodiversity Information: JBIF, 旧 GBIF 日本ノード、https://gbif.jp/, 2025年 6月231 

30日確認）が窓口となっている。JBIF はナショナルバイオリソースプロジェ232 

クトの一課題として、国立遺伝学研究所、国立科学博物館および国立環境研究233 

所の 3機関により運営されている。2025年 6月現在、日本は GBIF の参加国で234 

はないため GBIF 公式の日本ノードは存在しないが、JBIF が中核となって235 

GBIF へのデータ提供および生物多様性情報のオープン化の普及啓発に取り組236 

んでいる。 237 

IPTでデータセットを出版または更新すると、GBIF 側でデータ取込が開始さ238 

れる。GBIF のサーバに取り込まれると、共通形式、すなわち Darwin Core形式239 

でデータセットが統合され、GBIF サービス（ポータルサイト、API、rgbif等）240 

から検索およびダウンロードが可能になる。GBIF は Darwin Core Archive と呼241 

ばれるデータセット形式を採用しており、利用者はデータセットを単体で利用242 

することも、各機関が登録したデータセットを横断的に検索して利用すること243 

も可能である。Darwin Core Archive の詳細については、以下の文献を参照され244 

たい（Wieczorek et al. 2012；大澤・神保 2013；大澤・戸津 2017b）。 245 

図 3 
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2024年 2月に IPT のバージョン 3がリリースされ、Darwin Core Archive に加246 

えて、新たに Frictionless Data に準拠したデータセット形式がサポートされた247 

（https://www.gbif.org/news/3b0zVJSYPpzuFQ83F8v13q/gbif-releases-ipt-version-3, 248 

2025年 6月 30日確認）。その第一号として採用されたのが Camtrap DP であ249 

る。Camtrap DP 形式のデータセットは camtraptor を介して Darwin Core Archive250 

に変換されてから GBIF に取り込まれる（図 3）（Reyserhove et al. 2023）。機能251 

の追加および改良、バグ対応のため、IPT は頻繁にシステム改修されている。252 

執筆時点でのバージョンは 3.1.7であり、最新版に関する情報は IPT ユーザマ253 

ニュアルのリリース（https://ipt.gbif.org/manual/en/ipt/latest/releases 2025年 6月254 

30日確認）を参照されたい。IPTはテストモードで運用することで、GBIF サ255 

ーバに接続せずに、ローカル環境でデータセットを作成および管理するために256 

使用することも可能である（大澤・戸津 2017a）。 257 

GBIF で公開された Camtrap DP のデータセットは 10件とまだ少ないが258 

（https://api.gbif.org/v1/dataset/search?endpointType=CAMTRAP_DP, 2025年 6259 

月 30日確認）、今後 Camtrap DP が普及し、カメラトラップの研究データの260 

共有および活用が促進されることが期待される。 261 

camtraptor 262 

R パッケージ camtraptorには、各カメラトラップの撮影回数を地図に描263 
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画、各カメラトラップにおけるカメラの稼働時間の算出、各カメラトラップに264 

おける撮影種ごとの撮影頻度（relative abundance index, RAI）の算出など簡便に265 

カメラトラップ調査結果を確認できる関数が実装されている266 

（https://inbo.github.io/camtraptor/, 2025年 6 月 26日確認）。例えば、関数267 

dev_map（）を使用することでカメラトラップごとの撮影回数を地図上に描画268 

することが可能となる（図 4 a）。この関数を利用することで、撮影回数以外に269 

も撮影された個体数を描画することもでき、さらに引数を指定することで、動270 

物種ごと、性別、年齢など細かな条件でカメラトラップデータをソーティング271 

したうえで地図上に結果を描画することができる。他にも関数 get_effort（）を272 

使用することで各カメラトラップにおける調査期間（図 4 b）、get_rai（）を使273 

用することで各カメラトラップによって撮影された種ごとの撮影頻度指標274 

（RAI）を算出することができる（図 4 c）。 275 

camtraptorを使用する際の注意事項として、Camtrap DP 形式は現在バージ276 

ョン 1.0.1がリリースされているが camtraptorがサポートしている Camtrap DP277 

の形式はバージョン 1.0までである点である（https://inbo.github.io/camtraptor/, 278 

2025年 6月 26日確認）。そのため、最新のバージョンで作成された Camtrap 279 

DP 形式のデータの可視化を camtraptorで行なう際には、Camtrap DP 形式の一280 

部を修正する必要がある。 281 
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 282 

Camera Trap Data Package（Camtrap DP）形式への変換方法 283 

Camera Trap Data Package（Camtrap DP）形式のデータを作成する方法とし284 

て、JSONファイルをすべて自分で作成する方法以外に、カメラトラップデー285 

タを Camtrap DP 形式に変換することができるプラットフォームやツールを使286 

う方法がある。カメラトラップデータを Camtrap DP 形式に変換することがで287 

きるプラットフォームとして Agouti が挙げられる（Casaer et al. 2019）。Agouti288 

はインターネット上に公開されているプラットフォームであり、プラットフォ289 

ーム上にアップロードされたカメラトラップデータを Camtrap DP 形式でダウ290 

ンロードする機能が実装されている。プラットフォーム上で簡便に変換ができ291 

る一方で、変換のためには一度全ての映像データを Agouti にアップロードする292 

必要があることに留意する必要がある。オフラインでカメラトラップデータを293 

Camtrap DP 形式に変換するツールとしてコンピュータソフトウェアの294 

Timelapseが公開されている（Greenberg et al. 2019）。Timelapseは静止画や動画295 

を閲覧しながら動物種などの記録を行なうことができるソフトウェアであり、296 

Timelapse上で記録した結果を Camtrap DP 形式で出力する機能がサポートされ297 

ている。 298 

上記ツールは GUI操作により直観的にデータを作成できる一方で、これま299 
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でスプレッドシートと統計解析環境 R でカメラトラップのデータを管理してい300 

た人にとっては扱いづらいかもしれない。そこで、筆者らは R 上で Camtrap DP301 

形式のデータを作成・出力できる R パッケージ R2camtrapdp を開発・公開した302 

（Fukasawa and Terayama 2024）。R2camtrapdp では、データフレーム等の形式と303 

して R に読み込むことが可能な形式の野帳データから R6クラスオブジェクト304 

形式を使用して対話的に Camtrap DP への出力を行なう。R6クラスオブジェク305 

トはオブジェクト自身が関数（メソッドと呼ばれる）を持ち、オブジェクトに306 

データを格納したり、オブジェクトが持つデータを処理・出力することができ307 

るなど、オブジェクト指向プログラミングに適した機能を有する。また、従来308 

のオブジェクトクラスである S3クラスや S4クラスとくらべてより軽量かつ効309 

率的な処理を行なうことが可能なオブジェクトクラスである（Chang 2014）。野310 

帳データから Camtrap DP 形式への変換は、（1）任意の形式の野帳データから 3311 

つの表形式オブジェクト（observations、media、deployments）を作成、（2）R6312 

クラスの datapackage オブジェクトを作成し（3）datapackageオブジェクトに手313 

順（1）で作成した observation、media、deployment の情報を格納、（3）314 

datapackageオブジェクトに表形式オブジェクト以外のメタデータ（データ貢献315 

者の名前、調査プロジェクト名、調査開始日、調査終了日などの情報）を格納316 

するという手順で行なう。R2camtrapdp によるデータ作成手順の例を付録 3お317 
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よび 4に示した。 318 

 319 

将来構想（発展） 320 

本稿では、カメラトラップデータの標準形式 Camera Trap Data Package321 

（Camtrap DP）に関して、Camtrap DP の仕様、Camtrap DP を使用しているシス322 

テム、そして Camtrap DP の作成方法についての解説をしてきた。カメラトラ323 

ップデータを取り扱う国際的なコミュニティでは大規模なデータを取り扱うこ324 

とができるデータの標準形式に対する意識が高まっており、近年公開されたカ325 

メラトラップデータに関する論文では Camtrap DP 形式が利用される事例も見326 

受けられる。例えば、オランダの自然保護区で撮影されたカメラトラップデー327 

タのデータペーパー（Evans et al. 2024）や機械学習を利用した夜行性昆虫の画328 

像モニタリング手法の開発（Roy et al. 2024）などが挙げられる。近年、日本の329 

協働型カメラトラップモニタリングネットワーク「Snapshot Japan」のデータペ330 

ーパーが Camtrap DP 形式で出版された（Fukasawa et al. 2025）ものの、日本に331 

おける Camtrap DP の知名度はあまり高くなくその普及には課題が残ってい332 

る。日本での知名度が高くない理由として、Camtrap DP 形式が比較的新しいデ333 

ータ形式であること、開発が英語圏のメンバーで行なわれていた事、Camtrap 334 

DP の活用事例に関する情報の不足が考えられる（Bubnicki et al. 2024）。本稿が335 
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日本での Camtrap DP 形式の知名度向上に貢献できれば幸いである。 336 

カメラトラップを使用した研究は年々増加している。カメラトラップは世337 

界的な野生生物モニタリングを行なう上で重要かつ効果的な手法となりうると338 

の指摘もあり（Oliver et al. 2023）、カメラトラップを使用した研究がより一層339 

増加することが期待される。近年では様々な研究によって集められたデータを340 

大規模データとして取り扱う研究事例も増加している。独立したシステムに散341 

在しているデータであっても共通のデータ形式で作成されたデータ同士であれ342 

ば統合を行なうことは比較的容易となる（大澤・戸津 2017b）。加えて、任意343 

の形式の野帳データから Camtrap DP 形式へ変換することができるシステムや344 

ツールの開発も進んでいる。これらの点から、様々な形式で保管されているカ345 

メラトラップデータを共通形式として取り扱う事ができる Camtrap DP 形式の346 

普及は、今後のカメラトラップ研究の発展の一助となることが期待される。 347 
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表 1. Camera trap data package（Camtrap DP）を構成するファイルと各ファイル540 

に必須の大項目、小項目および各項目の定義。datapackage.json におけるツリー541 

構造の最上位を大項目、大項目の下の階層を小項目と呼ぶ。deployments.csv、542 

media.csv、observations.csv における大項目は CSVファイルの列名を示す。 543 

ファイル名 大項目 小項目 定義 

datapackage.

json 

   

 resources  Camtrap DP に含まれるデータセッ

トのうち、表形式ファイルである

3つの CSVファイルについて記載

をする。 

  name CSVファイルの名前を

deployment、media、observations

のいずれかから選択して記載をす

る。 

  path CSVファイルのパスもしくは

URLを記載する。 

e.g., deployment.csv 
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  profile CSVファイルのファイル形式につ

いて”tabular-data-resource”と記載

をする。 

  schema CSVファイルを作成する際に使用

したデータ構造の URL を記載す

る。 

e.g., 

https://raw.githubusercontent.com/td

wg/camtrap-dp/1.0/deployments-

table-schema.json 

 profile  Camtrap DP 形式のデータセットの

形式について URLで記載をす

る。 

e.g., 

https://raw.githubusercontent.com/td

wg/camtrap-dp/1.0/camtrap-dp-

profile.json 

 created  Camtrap DP 形式のデータセットが
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作成された日付と時刻を記載す

る。 

 contributors   

  title データ貢献者の名前を記載する 

 project   

  title 調査プロジェクトの名前を記載す

る。 

  samplingDesi

gn 

カメラトラップの設置場所の選定

方法（サンプリング方法）につい

て記載をする。サンプリング方法

は（Wearn and Glover-Kapfer 

2017）を基に、simple random：サ

ンプリング地点の無作為分布、

systematic random：サンプリング

地点の無作為分布だが規則的なパ

ターンで配置されている、

clustered random：サンプリング地

点の無作為分布だがアレイ状に集
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まっている、experimental：効果を

調査することを目的とした非無作

為分布であり Before-After Control-

Impact（BACI）デザインを含む、

targeted：特定の動物種を撮影する

ために最適化された非無作為分布

であり、多くの場合誘因エサなど

が使用されている、opportunistic：

日和見的な分布（多くの場合は少

数のカメラトラップトラップを用

いた調査）、のいずれかから選択

する。使用できる値は、

simpleRandom、

systematicRandom、

clusterdRandom、experimental、

targeted、opportunistic のみであ

る。 

  captureMetho 画像ファイル（動画・静止画）を
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d 撮影するために使用した方法（動

体検知もしくはタイムラプス）を

記載する。 

使用できる値は、activityDetection

もしくは timeLapseのみである。 

  individualAni

mals 

プロジェクト内に個体識別された

個体がいる場合は true と記載す

る。いない場合は false と記載を

する。 

  observationLe

vel 

撮影された画像の観察記録

（observation）について、データ

パッケージ全体で、メディア

（media）ベースもしくはイベン

ト（event）ベースの観察のどちら

かであるのかを記載する。

media：撮影内容を画像ファイル

（mediaID）毎に記録している場

合に使用する。例えば、動画 1フ
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ァイルごとに撮影された動物種、

性別、年齢などを記録している場

合は、mediaを選択する。event：

撮影内容を特定のイベントごとに

記録している場合に使用する。例

えば、60秒以内に同一の動物種が

撮影された場合は 1つのシーケン

スとしてまとめて動物種、性別、

年齢などを記録している場合は

event を選択する。この項目で使

用できる値は、mediaもしくは

event のみである。 

 spatial  データパッケージが対象とする空

間範囲について記載する。記載の

際には、地理情報を取り扱うこと

ができる GeoJSON形式で記載す

る。 

 temporal   
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  Start カメラトラップの設置開始日で最

も早い日付を ISO 8601 形式

（YYYY-MM-DD）で記載する。 

  end カメラトラップの設置終了日で最

も遅い日付を ISO 8601 形式

（YYYY-MM-DD）で記載する。 

 taxonomic   

  scientificNam

e 

撮影された動物種の学名を記載す

る。 

e.g., Paguma larvata 

deployments

.csv 

  カメラトラップトラップの設置に

関する情報を入力する 

 deploymentI

D 

 設置に関係する識別番号。カメラ

トラップを設置した期間ごと、カ

メラトラップ 1台につき固有の ID

をつける。 

 latitude  カメラトラップ設置地点の緯度を

10進数で表記したもの。測地系は
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WGS84 を使用する。 

最小値：−90 

最大値：90 

 longitude  カメラトラップの設置地点の経度

を 10進数で表記したもの。測地

系はWGS84 を使用する。 

最小値：−180 

最大値：180 

 deploymentS

tart 

 設置したカメラトラップの稼働開

始日時を ISO8610形式で表記する

（YYYY-MM-DDThh:mm:ssZ もし

くは YYYY-MM-

DDThh:mm:ss±hh:mm）。設置地域

のタイムゾーン（時刻帯）によっ

て表記方法が変わるため注意が必

要。 

e.g., 2024-03-01T10:15:02Z（協定

世界時：UTC）, 2024-03-
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01T10:15:02+09:00（日本標準時：

JST） 

 deploymentE

nd 

 設置したカメラトラップの稼働終

了日時を ISO8610形式で表記する

（YYYY-MM-DDThh:mm:ssZ もし

くは YYYY-MM-

DDThh:mm:ss±hh:mm）。e.g., 2024-

10-31T22:15:58Z (UTC), 2024-10-

31T22:15:58+09:00 (JST) 

media.csv   SDカードなどの画像ファイルに

関する情報を入力する 

 mediaID  撮影された画像ファイルごとに固

有の IDを表記したもの。 

 deploymentI

D 

 画像ファイルを撮影したカメラト

ラップの識別 IDを入力する。

deployments.csv の deploymentID と

共通の IDとなる。 

 timestamp  画像ファイルが撮影された日時を
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ISO8610形式で表記する（YYYY-

MM-DDThh:mm:ssZ もしくは

YYYY-MM-

DDThh:mm:ss±hh:mm）。 

 filePath  画像ファイルにアクセスすること

ができる URLもしくは相対パス

を入力する。 

 filePublic  画像ファイルがプライバシー保護

の観点などにより一般に公開され

ていない場合は false と入力す

る。 

 fileMediatyp

e 

 画像ファイルのメディアタイプを

IANA

（https://www.iana.org/assignments/

media-types/media-types.xhtml 2025

年 4月 16日確認）のメディアタ

イプに従って入力する。 

observations.   カメラトラップトラップで撮影さ
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csv れた事象に関する情報を入力する 

 observationI

D 

 観測単位（1つの画像ファイル内

で撮影された種もしくは空打ち）

ごとにつけられる識別 ID。 

 deploymentI

D 

 observationIDで定義された画像フ

ァイルを撮影したカメラトラップ

設置に関する ID（deploymentID）

を入力する。deployments.csv の

deploymentIDおよび media.csv の

deploymentIDと共通の IDとな

る。 

 eventStart  イベント開始時の日時を ISO8610

形式で表記する（YYYY-MM-

DDThh:mm:ssZ もしくは YYYY-

MM-DDThh:mm:ss±hh:mm）。 

 eventEnd  イベント終了時の日時を ISO8610

形式で表記する（YYYY-MM-

DDThh:mm:ssZ もしくは YYYY-
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MM-DDThh:mm:ss±hh:mm）。 

 observationL

evel 

 個々の観察記録（observation）に

ついて、メディア（media）ベー

スもしくはイベント（event）ベー

スの観察のどちらかであるのかを

選択して入力する。 

 observationT

ype 

 撮影された対象の大まかな分類を

入力する。使用できる値は、

animal、human、vehicle、blank、

unknown、unclassified のみであ

る。e.g., animal 

  544 
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図の説明 545 

図 1. Camera Trap Data Package（Camtrap DP）を構成するデータセットの概念546 

図（Bubnicki et al. 2023 より改変）。各 CSV ファイルの関係は多重度で表され547 

る。多重度が 1対 0以上の場合、始点の CSVファイル 1行に対して終点の548 

CSVファイルが 0行以上、すなわち対応する行が必須でないことを表す。多549 

重度が 1対１以上の場合は、終点の CSV ファイルが最低でも 1 行は必要、す550 

なわち必須であることを表す。*media.csv と observations.csv を紐づけるため551 

には、メディアベースの観察の場合は mediaID を使用するが、イベントベー552 

スの観察の場合は mediaIDではなく timestamp でのみ紐づけることが可能。 553 

図 2. datapackage.json がもつツリー構造の（a）全体構造および（b）撮影され554 

た種の一覧情報を取り扱う taxonomicの構造の模式図。黒枠がツリー構造の555 

最上位の項目（大項目）を、白抜き枠が下位の項目（小項目）を表す。556 

datapackage.json では大項目の下に関連する小項目が位置し、小項目の下に関557 

連する小項目が位置付けられるツリー構造をもつ。各項目に記載する事項の558 

詳細については表 2および表 S1に詳細を記載。 559 

図 3. Camtrap DP のデータセットが GBIF ポータルから公開されるまでのデー560 

タ出版ワークフローを表した図。GBIF サーバに接続している IPT で Camtrap 561 

DP のデータセットを出版して GBIF に登録すると、コンバータ（すなわち562 
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camtraptor）により GBIF に取り込み可能な形式（すなわち Darwin Core 563 

Archive）に変換される。GBIF のパイプラインを通じて解釈されたデータは564 

GBIF ポータルから検索およびダウンロード可能となる。2023年 12月に開催565 

された GBIF technical support hour for Nodes の資料566 

（https://discourse.gbif.org/t/the-new-features-of-ipt-version-3-0-gbif-technical-567 

support-hour-for-nodes/4202/, 2025年 6月 30日確認）より、データ出版ワーク568 

フロー図の和訳版（https://gbif.jp/news/2025/0321/, 2025年 6月 30 日確認, CC 569 

BY 4.0）を改変。 570 

図 4. 福島県東部地域におけるカメラトラップ調査の結果のうち 2014年から571 

2016年の期間に撮影された結果を基に R パッケージ camtraptor（Oldoni et al. 572 

2025）を使用して描画もしくは算出された（a）カメラトラップ設置地点ごと573 

の撮影回数、（b）各撮影地点におけるカメラトラップの稼働時間、（c）各撮574 

影地点における動物種ごとの撮影頻度指標（relative abundance index, RAI）。575 

福島県東部地域におけるカメラトラップ調査の結果は（Fukasawa et al. 2016） 576 

より引用。 577 

  578 
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図 1. 579 

 580 

  581 

Camera trap data package 
(Camtrap DP)

datapackage.json

deployments.csv

media.csv

observations.csv

deploymentID

mediaID*

deploymentID

静止画や動画で観察された
動物に関する事柄

静止画や動画の撮影日時など

カメラトラップ設置場所など

メタデータ（ファイルの説明、
研究計画や引用文献など）

：csvファイルが1対0以上の関係

：csvファイルが1対1以上の関係
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図 2. 582 
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図 3. 584 
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図 4. 587 
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付 録 589 

全ての付録は国立環境研究所機関リポジトリから利用可能。 590 

 URL: https://nies.repo.nii.ac.jp/records/2000233（DOI: 591 

https://doi.org/10.34462/0002000233） 592 

付録 1. R2camtrapdp の付属データを使用して作成した Camtrap DP 形式デー593 

タ。Datapackage,json、deployment.csv、media.csv、observations.csv によって構594 

成される。詳細については付録 5、6および R2camtrapdp を参照のこと。 595 

付録 2. 表 S1. Camera trap data package（Camtrap DP）を構成するファイルのう596 

ちメタデータについて記述したファイル datapackage.json に含まれる大項目、597 

小項目、各項目の定義および各項目を記述する際のデータ型。ツリー構造の598 

最上位を大項目、大項目の下の階層を小項目と呼ぶ。datapackage.json を構成599 

するために必須の項目には*印がついている。 600 

付録 2. 表 S2. Camera trap data package（Camtrap DP）を構成するファイルのう601 

ちカメラトラップトラップ設置に関するファイル “deployment,csv”を構成す602 

る項目、各項目の定義および各項目を記述する際のデータ型。*がついている603 

項目は deployment.csv を構成するために必須の項目。 604 

付録 2. 表 S3. Camera trap data package（Camtrap DP）を構成するファイルのう605 

ちカメラトラップトラップで撮影された動画や静止画などの画像ファイルに606 
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関する説明を記述した media.csv を構成する項目、各項目の定義および各項目607 

を記述する際のデータ型 。*がついている項目は media.csv を構成するために608 

必須の項目。 609 

付録 2. 表 S4. Camera trap data package（Camtrap DP）を構成するファイルのう610 

ちカメラトラップトラップで撮影された画像ファイルの観察結果を記述した611 

observations.csv を構成する項目、各項目の定義および各項目を記述する際の612 

データ型。*の項目は observations.csv を構成するために必須の項目。 613 

付録 2. 表 S5. R パッケージ R2camtrapdp の付属データ Vdepに格納されてい614 

るデータ項目と値、各項目の説明。 615 

付録 2. 表 S6. R パッケージ R2camtrapdp の付属データ Vobs に格納されている616 

データ項目と各項目の説明。 617 

付録 2. 表 S7. R パッケージ R2camtrapdp を使用して作成する datapackageにメ618 

タデータを格納する際に使用する関数と関数の説明、関数を使用することで619 

記述される camtrapDP 形式の項目名の一覧。*はメタデータを構成する上で必620 

須の項目。 621 

付録 3. R パッケージ R2camtrapdp と R2camtrapdp 付属データを使用した622 

CamtrapDP 形式のデータ作成方法。 623 
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付録 4. R2camtrapdp を使用した CamtrapDP 形式データ作成のための R コー624 

ド。Fukasawa and Terayama (2024) より改変。 625 


